
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ８ 年 度  戸 ケ 崎 小 だ よ り ９ 月 号 
【学校教育目標】 

かしこい子 ・やさしい子 ・たくましい子 

【目指す学校像】 

学びと笑顔、元気あふれる学校 

 

児童数（９月 1日時点） 

１年３５人 ２年３６人 ３年４０人  

４年３４人 ５年４２人 ６年４２人 

合計２２９人 

７月 着衣水泳 ７月１０日 戸ケ崎老人福祉センター訪問

わくわく集会 

7 月に全学年が着衣水泳を学習をしました。服を着たまま

水に落ちたらどうするか、を体験を通して学びました。 

4年生が地域にある、戸ケ崎老人福祉センターを訪問しまし

た。お年寄りと交流を深め、福祉について考えを深めました。 

 

見えるものが増えていく                  

                  三郷市立戸ケ崎小学校長 西村 美紀 

長い夏休みが終わり、学校にこどもたちの元気な声が戻ってきました。 

夏休みには、普段できない体験をしたり、好きなことに夢中になったり、 

ゆっくりと過ごしたり、それぞれの時間があったことと思います。そんな 

夏休みの間、学校の草木はぐんぐん成長し、ヘチマも大きな実をつけました。 

さて、このヘチマの実を見たとき、何を思うでしょうか。「大きいな」「何センチくらいあるの

かな」「中はどうなっているのだろう」「どうしてこんな形になるのかな」「この緑色を絵の具で

つくるなら、何色と何色を混ぜたらいいだろう」。同じ一つのヘチマを見ても、いろいろな見方

ができます。 

国語、算数、理科、社会、音楽、図工……。学校では、それぞれ別々の教科を学んでいるよう

に見えます。しかし、気づくと、学んだことが増えるにつれて、一つのものをいろいろな角度か

ら見る力が育っています。 

学校で学ぶこと。それは、できなかったことができるようになるためだけではありません。学

ぶことで、今まで気づかなかったことに気づき、考えられなかったことを考えられるようにな

る。私は、それが学ぶことの大きな意味だと思います。 

たくさんのことを知り、いろいろな見方ができるようになると、同じ景色を見ても、同じ本を

読んでも、同じ人と話しても、そこから受け取れるものが増えていきます。 

学ぶことは、自分の世界を広げること。 

２学期も、たくさんの「知りたい」「なぜだろう」に出会いながら、自分の世界を少しずつ広げ

てほしいと思います。それが、毎日を、そしてこれからの人生を豊かにしてくれるはずです。 


